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　砺糖結晶のLaue spotに関するＸ給寫其を撮影いこ例としては，先に竹山説三博士が金米断ワ）
角の｀生長について研究せられず二場合に，これが撮影をして居られるが，この時も結晶の生長するに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1)つれてその寫具にＡｓtｅｒiｓｍ炉現われていることが見受けられる．
　筆者は塩水港製糖株式会社に在勤中，その双目糖製品の結晶につき他社製品と色々比較しで調査
したのである炉／その折Ｘ線撮影をしてLaue spot の寫具をとっ忙ところが, Asterismｲﾋ並び
にモザイク化が観察せられるので，それにつきここで報告し7こいと思っていろ√
　　　　　　　　　　　　　　　　２．χ線撮二影の方法
　双目檎結晶各種製品中より肉眼観察の上，割れて居らす且こハごの入っでいない様な結晶をえらぴ
これの100面に垂直にＸ線をあてこれ炉撮影をしすこ．肯この撮影は，東北大学附属金属材料研究徐
大沢研究室にて行っ7こ．
　　　　　　　　　　　　　　．３●　撮影絵果について
　との寫偉はFig.lの如くであるが，便宜
上次の如く似通っ7二面指数を持った幾つ加の
面の群を考え,･,これ等をai(ONM), azCl
NM),£o(NOM),εi(NlM),ε2CNlM),
εご(N2M), e2'CN2M)とす．ここでＮ，
Ｍは任意ﾌで)正負の整数･とする．
　さてこれを観察すると，完全なLaue spot
を持った様な結晶のものもあれば，分散型の
Asterismを持っすこものもあり，この中間的
段階と思われるもｹ)が沢山見つけられ仁．筆
者はこれを便宜上･Table. 1の如くに分類
し仁．
　而しでこれに属するものが別図(自Fig. 2
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～至Fig. 9)グ)如く見受けられるのである．又このＡ引:erism⊃の進行する形態はこれを段階的Ｋ
考えるとα群７)方向とｓ群刀方向とに進行し，途には両者を合し'ｔ四方に分散する型に進行するも
のと思われる．かくの如く砂肪結晶のLaue spotを観察するとその八sterismｲﾋ並びにモザイク
化はTable 1の如き各段階が考えられる．
Fig
２
^ilS ililiSSiS S目i;sss : liiisiiiisBia!･㎜匯願㎜|・皿I
っ
㈲
!!!!!!!輦竺!!!!1111堕Illll瞳・‐･■||●㎜●|朧㎜嘸
｜
Fig.　４
Fig.　６
Fig.　８
』
Fig.　３
･d゛｢｀り.÷　〃　･34･･
Fig.　5
Fig. 7
Fig.　９
　さてこの各図について今少しのべて見ることにす乱･.ニ・　　　　　．　　ｉ
　Fig. 2に示されるものは，完全なるLaue spotを示し七=扁り√かかるものは勿論内部格子に欠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌχｆ　●「Ｆ　ｉｆ　ふ陥もなくstressも掛っていこい揉に見受けられる．こ邨はTabie. 1の完全結晶型に属するもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛　　　　I｀●●･り二¶：　　　４●　Ｉと思われる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　’スグい，　　／
３　次にFig. 3に見受けられるものは，そのLaue spot が位置に殆んど完全に出･るのであるが;
それ自身が梢乱れているものマある．即ﾌら･Shift in positions of spotsとperiphe ｒ４! widening･
とが起りかけている状態である｀と思われる,｀これを準完全結晶梨ということにする･　　，二　，
　　ｉ　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　φ　　．
　Fig Ｌ４ 以下に於てはこ一一一部のspotﾀﾞの群のみが出で，他群糾不鮮明となうてご来るも皿であ1り，
Laue spot 自身も上述の準完全結晶型よりもShift in posiﾘons ｏｆ･spots及びperipheral widening･
が梢大きい‘ように見受け･られる'し，又現われていないspot･も相当･あるン而じでごれ等を位置判明
型とよぶことにするとFig. 4は，α1およびα2の群に属す.る面の位置の,み現われて来てい'るので
ごれ等ぎα群位置判明型という∴ごとにする．又Fig. 5は／α群とε群とが梢出ているので瞑＝ε詳
位置明判型と,いうことにし｡Fig.-6はｓ群のみ現われているのでε群位置判明型に誤すると考えら
れる.而してこのFig.. 6の如ぎは．す不ベストのＸ線寫頁゛とよく似てい'る点がある.又Gzochralski
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2)氏の撮影し仁釘psum結晶のAsterism化の寫淀ともよく似すこ点がある．これ等のものは上述
の完全結晶型や準完全結晶型に比べて結晶内部にstressがより多く加わっているごと及び結晶格
子炉稚ト々不完仝化しでモザイク構造を示している様に思われるレ，　．｀
　次にFig. ７ である炉，之は前のでFig.こ曼に比勁でspot 9)位置の現われも少なく祥っでこれを
α一弓群位置槌跡型ということにする．これになるとＸ線を反射してspotを現わす様な面が減少
　　　φ●　　　㎜Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　Ｊ　　　　　　　　Ｉ　　●　　　　　　　　』　　　　　　●しているという.ことが特に加わって考えられる様に思われる．　勿論カハる結晶に対してstressか
掛っていることも当然考えられる．
　かかる双目･糖でも･外見上は完全結晶型と同様であって区別がっかないのである．而して力いる型
に属する双目桃結晶は各祀製品中最も多いのである．　　　．．　　　　　　　．　．．
　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　●　．６●　●　ｌ゛　　　　．次にFig. 8を見ると，之も前述のα－ε群位置槌跡型に属するのである炉，これよりα群が多
く消失して殆んどs群は力哺残っている様に見受けられるのである．このα－ε群位置槌跡型は特に
α群の面よりの反射炉殆ん,どなくなるのであっで，これはモザイ'ク構造がもっとすゝみﾌiかかる方
面の結晶排列に欠陥を生じてTいるのではないかと思われるｌ　　　　　　　　．．．　．．
　　　　　¶．Ｉ　　　　°　　　　１・　　｜　　・　　　ｊ　　　ゝ　　　　　　　　●．　　　||-１　１．　　　　　’次にFig. 9を見ると，上述のα－ε群位置槌跡型のものヵ,り群のみを残し膏の他を.大分消失し
　　¶　L●ﾀ●．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●ている．この状況炉最早分散放射状であb.又はε群位置槌跡型といえよう． Ｔ ∠’
　　　　●　・●　　’゛　　　　”　　　　｀　　　　　　　　゜ｆ１，　　　　　　　　｜　　　　　　●　　Ｉ　　　●而してこれをε群位置抱跡型スは分散型と称するので画るが.これ匹属する双目柄結晶もしばし
　　　　ｄ　　　　　　声　　　・　　　　●　　　　　　　－　．／　　．■　●　　　　　　』　　７　　　　　　■は見受け.られるのであIる炉,.外見上は完全結晶型の,ものと区別することは困難である..以ｈ各型は
　　　　　　●　　　　　　　　　｀　　●　Ｉ　　　　　　　　　　ﾐ●ヾ　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　●食塩及痕石等によく見受けられる（仮晶助（1き）現象とよく類似する．即ち小さい結晶粒が集まっ
て外旅上大結晶叫「1き観を呈す･る現象であって，.内声賄は恐らくモyザイク組織が出来でいるものと
､思われる．　　　●．　．　　　．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　，．．．，　．
　　　　Ｆ　　　　．　．|　　（３）　　″　　　　　　　　　　（４）　　　　　　　”　”’
　さで｡Ｗ．ＬへBragg氏‘並びにG. L. Clark氏　はAsterism‘に聊し啼子の配列炉,弾性的分
･stressにより変化,され仁こと耳聡因.して画が曲げられらの幾つかの維から異戻つ丿=波長のものを反
射するために起るかの七考え･ち邨ると.のべてぃる，蓼この加,わる,斗ｒｅＳＳ’ず少ない場合,.鼎えば弾
性極限内であるとぺLaue･Ｓｐｏｌ皿琴形が始まる前に）粒子の廻鰍y起９でその点の配列し直しが
起るが，これは殆んどもとの位置に戻り得る様なものである．そしてこれよりもよｊ）大なるstress
　　　　●　，　l　　　φ　f　.Φ｀　.　　　　　・　　　　　　　　　　　　jlt　　l　　　　　　　　　　li　　’　｀　　.
が起つ七時に永久的の変化炉起る,ものである．これにつぃては,･Clark及びDunn一両氏がのべて
　■ (5)　　　’゛　　　”　゛’‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●　’・　’●‘●
いる．　　　　　●．　　　　　　　　　　･’　　　Ｉ，　　　　　　　　　　　　　上
　それ加.らstressを加えるとLaue spot がのび了こり／加すんだり又はそれに･くつつぃ灯りする
ことがあるいIられぎｐｅリpheral wideningといjう”.……　　ヽ，j　づ　／　．‘’
，以上のべすここのβつの現象が砂糖結晶のLaue spot では観察される．而して√･この.3つの中，
shift in position of spots は準完全結晶型の変化より起つて擬･りｽ，而し･でμ群位置判明型にも見
受けられる．次にperipheral widening は，準完全結晶型より起り各種位置判明型，各種位置腿
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跡型及び分散型にまで及んでいる．　　　　　　･･　‥Ｉ　．　'・　＼
　　而してAsterismのよく観察せられるのは，主としてα－ε群位置判明型及びε群位置判明型で
あるが，これよｂ先の各種位置極跡型及び分散型に於ても観察されている．
　次にLaiie spot の消失である炉，結晶構造のモザイク化を想像すると位置判明型に於て始まバ)
　その後の各種位置槌跡型及び分散型に於ては，段孝と進んで行く様に見受けられる．三宅静雄氏は
結晶構造中にfaultのあることを示してモザイク構造について説明しているが，これはこの砂糖結
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6)　　　　　　.，　・晶の場合にも該当するものと思われる． 　‥‥‥‥∧'∧
　　以上よりして推察せられることは，筆者が仮り脇分類いこ砂鵬結晶のふaue sぴｏtの各型を考え
る時，準完全結晶型に於ては，結晶構造に於て内部的に拵Ｓ卜ｅＳＳ炉掛つ.ﾌﾆという状態であるが，
これが各種位置利明型，各種位置槌跡型とすゾむにづれT, stressが漸次多く,力うって行く様に
.思われる．特にこれはα群の面よりも，ｓ群の面の方に於て; Asterismｲﾋ炉著しいのを見ると，
･この方向に関するｓt･ressの方炉大きくかｙつて'来る様紅:も推察さ,れる．又かぐの如く進むにっれ
てLaue spot の消失も進み結晶構造のモザイク化炉進んで行くことも察せられる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．煎糖操作よりの考察ダl　　　　　　　　　一一
　　上述の如く殆んどの双目蓼結晶は，製糖工程中に｀於で多かれ少μかれ結晶構成面内にstressセ
･受け且給晶構造がモザイク化している処も見受けられる様モおるｙ，これにっ'き先づ製豚操作を述
べ，これよりして砂糖結晶のAsterismｲﾋを考察して見ｔﾆいと思つでいる.
　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　if　　　　　　　f●　　.，●　・｜さて製糖工程に於て清浄され高濃度に煮っめられ仁糖汁は,/結晶磁中に入れられて真空力I熱によ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lj･　　　　　　　　％　・・　　　　　　　iり濃縮せられ，その折に結晶として晶出せられるのである．而しで結晶圃中にて煮っめられ7こもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　¶・　　　Ｉ　　　　　　　　　　'φは，繊中よｂ放出せられ．遠心分離機によ力振蜜,と.結晶とにﾑ分けられ，この結晶は散糖蜜に蓬ばれ
'乾燥され，･而る後節で箇別されて製品ボックス中に入るのである．．･･・・　･･丿
　　肯双目糖を作るには，先づ糖汁を煮っめて粉糖を入れ，これより結晶を併し，ごれより出来了こ砂
糖を糖汁と混和(magma)してこれを結晶崖中に琳ド込み，又こ剱を煮っめるのである｀が．この
゛時は結晶を時.々巣内より取り出して硝子板上にて嶮し，結晶の間に小さい結晶(弧晶, false grain)
の出来ない様にしな炉ら，糖汁と水.との混入を加減しで結晶を成長さ'せっヽゝ煮っめて行くのである
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ．　｀ふ｀　　●　　．　　･●'而して斯様にすること２内至３段階を経て最後に双自助製品を出ずのである．文この双目糖の煎術
方法は，粗糖工場，耕地.白糖工場並びに精製糖工場の何れに於ても大体同様に行われているので
●ある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　ノ
　　さてカハる製糖工程とし７砂糖結晶のAsterismｲ嗜海察冷々殤命池，先づ結晶成長の過程に於
て考える時, Tamman氏の理論からいうと，先づ分子が集まって/Jヽさい結晶を生じ，この小さい
妬晶が集まって大きくなｂ，恰かも大磁石に小磁石力句特っけかれる如《,ｙ大結晶に小結晶が吸い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7)　　　　　　　　　ごっけられてそれ炉生長するといわれている．而して上述の双目糖の結晶中にstress i)^加わっでい
　るというのは，力らる'生長過程に於て相当無理炉加加っでいるのでぱなﾚい加と思われる.Jpも真空
　　　　ｊ　♂　　'●や　　　●　　　　　　　　　　　　●　　　　¶.I　，--●』ご･　ｉ　ｔ蒸発と力li熱による急激なる成長，而かも相当viscusな液体中の流動をしながらの生長ヤあるので
　　　　　　　●　Ｉ　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４・　　　Ｉ=小結晶より吠結晶へと威民して行く過程も醇止せる液中にて成長せる結晶と異ない結晶格子形成
¶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●l　　　●　　　　　　　　　　　　1　　1●jにも欠陥を生じ，従ってモザイク組織を生することもl考えらIれるし／又結晶生長中に於てもstnきss
を受けること'は当然予想せられる．特に煎糖操作ヴ)最終段階に於て，崖内の糖塊を煮っめて放出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　゛●(strike)する直前に於てはこれが特に甚しく，ゆつｰく浴し肘結晶構成をする間もあにえず結晶を
･生長肥大せしめる様，事態を起さしめる確率が大であると思'うよ･肯煎糖後に於て遠心分離機で分離
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|．●　　　　　　．１せられ，それ炉掻き出され，ホッパー及び４レベータ,－で散語意昨=逡ら.れ．又乾燥用ドライヤーを
･通ｂ箇で箇別せ.られるのであるが，この間に於でも砂糖結晶中自ぶ物理学的衝準を受けるも.のも相
　　　　　　　f　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　(8)●　　　　　i●　．　　　　　　　　　　'
当あ!)，幾分斯様ｋしで破砕せられるものもある.j
５　　　　　　　ダ　　　　≒　　５に･氷糖結晶との比較について　ノ　　ヘ，‥‥‥･.‥‥‥‥
　　　　　　　　　　　I　　　　　～　．　　　　　　　　　　　ｉ　丁　■　●　　　　Ｆ　●
　さて上瓦のことよ叫念琵,るこ:とは,この液かｲ謳的に純粋いやﾐ否やといごと√換言す'れば
　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　ｌ　　　　　　　ｊ　　　　　　　　　　　　　　ｆ　ｌ　　●･ ｌ
雁度純率高きこと(瞎分含量犬な惑こﾌﾞと)であ‘る／而じ七転ｲﾋﾞ豚の含有量か大となるど，液が粘性
　●　　゛●　　　　　　・　　　・ ●Jl j　，･I　　‘　　.・　暑'●．ｌ　　　　　　　ｊｒ　¶．　　　　　　　　　　　●を帯びてくるので結晶圃中に於ける液の循環も鈍り，．その7こ制こ結晶の生長速度池も影響すると'い
われている．勿論転化糖の含有量の大なるすこめに，結晶の生長速度及び発生度の妨げ６れるこﾌﾞどは
筆者も既に研究しているところであり‘，又製糖工場に於ても転化語含量多き豚汁はノ含量少な訓
　　　　　　　　　・●　　　.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(9)　　　　　　　　　　　　　　●●●
汁よｂも煎糖に長時間を要することによっても裏書きされている．　　　　　　　　　　　７
　成程Fig.ヌに見られる双目蘭結晶は完全に近いLaue spot を有し, Fig. 3以下に属する各
殖双目糖結晶は，大なり小なりstressを受けていることが分る．而しな炉ら筆者はごの点を解明
する一助として，我が国産の精製双目糖を溶解して作っすこ氷糖結晶と粗糖を‘とかして作っ7こ氷語結
.晶とのLaue spot を撮影し了こところがFig.
10及びFig. 11の如ぐであっすこ. Fig. 10は精製糖
をとかして作っすこ双日新のＸ線寫異才あ!i , Fig. 11は粗糖をとかして作っ?こ双目唇のＸ線寫異で
ある炉，これ等２つは何れも完全なLaue spotを示しており，かかる池塘の晶出過程に於ては結
.晶にstressが掛らないということが分っ了こ･　　･～
一 一
　　　　　　　　Fig. 10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig.11
　それ故結晶謳内に於ての沢空蒸発中のcirculationに於て，結晶生成中はＳtｒｅＳＳ炉起り，又結
晶内にモザづク組織を生じるということは，主としてかかる物理学的原因によるものと考えられ，
北学的原因は副次的なものと考えられる．･即ち糖度低きことによる･粘性の増加のすこめの糖内の循環
の不円滑等がこれであろうと思われろ．・
　　　　　　　　　　　犬６／結晶粒の大きさとAsterism化につしヽで
　　　　　　　　ト　‘’7i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▽　　1
　次に筆者は結晶の小なると大なるものと,のＸ線寫其を撮してそのLaue spot の状態の変化を見
ずﾆのである．
???????
ノ即ちFjgこj2,は耕地自糖芦目製品の種子とな･,斜陽町ついTでＸ衿堺尹と行つ7こ･も.のマあり
，･Fig･．
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　さてこのＸ線寫其によると，双目糖種子を撮骸しすこ.冬雛寫貝であるFig. 12 は上述のα群位置
判明型に属するものと思われる．次に製品結晶のＸ線寫貝をとっすこFig.!3はα－e群位置判明型
に属し，又Fig. 14は精製糖双目の種子結晶のＸ線寫貝であ,る力≒　これぽ矢張り上述の如くα豚
位置判明型に誤し, Fig. 15は同製品結晶にっいてであるが，これはμｍＥ群位置槌跡型となって’
いる．
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　　　　　　　　Fig. 14　　　　　　　　　　　　　，｀.，ツ●ｊ¨　ト　　Fig.15
　以上により双目糖を作る場合，その種子結晶をＸ線により撮影し7こ場合と，その製品結晶をＸ線．
により撮影した場合と比べて見ると，前述の砂糖結晶のAsterismｲﾋの段階に則して進んでおり，種．
子結晶の場合には何れもshift in position並びにperiferal widening程度のstressが加わっ
7こ状態であるが，これが製品結晶となると，何れもAsterismが現われて来る様になり，又Spot.
の消失も甚しくなって来ており，所謂種子結晶の場合よりも強いstressが力llわると共に，より多
くの結晶の不完全化（モザイク化）炉現われていると’いうことが推察される．
　　　　　　　　　　　　　　７．　双目糖，煎糖に関する一うの試み
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Fig. 16
Fig. 17
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig. 1『
　さてFig. 16, 17. 18は精製糖工場に於て双目話を煎話する場合匹，そ,の種子ヽとなる砂糖結晶を･
色々変え｡でやり。，その出来了こ製品のＸ線寫其を撮影し7二のであって, Fig. 16は精製糖双目製品を｡
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Ｉ飾別して飾の下に残っ7こものの中より双目柄の種子結晶となる様な大き･さのものをえらび，これを
用いて煎話して出来了こ製品のＸ線寫貝を撮影しfこものでぐって，上記Asterism化の各型中の分･
７散型に属する. Fig. 17は普通行われている方法で煎語七て作つ七双目語種子4吉晶を以回腸して
咋つて製品のＸ線薦耳ヤ垠影,いこものであつつて，α－ε群位母頻防衛に属す名．又Fig. 18‘は精製
測工場に於て煎新し7こ２番
　い）より作つすこ種子結晶を以てこれより双目糖製品結晶を煎語し，これがＸ線寫具を撮影し7こもの
｀であつで，大体α群位置判明型に属する．　　　　　　八
　　これ等よレ見て大体考察されることは, Fig. 17のものi)^ Fig. 16の.ものよりAsterismｲﾋの
･すすんでいることは･，種子結晶自体がAsterism化の進んでいるものをもとにし7こという理由,より
　して当然と考えられる4又１番糖の結晶を作るより２番新の結晶を晶出させろ方が液の純率も低く
y頒つて煎胎時間もゆつくり力らり，且生成する結晶粒数も少ない．即ち結晶生長速度炉遅い．（揚
内加熱も２番柄の方炉１番語よりも緩かである．）而してこの朧子のもとになる結晶として考える
特に２番鱗のものよｂ一番新のものヽりゝ方炉結晶の生長のし力づこ炉早く促進させる様になり，結晶内・
　にstressの力うり来ることも多くなり，モザイク組織の出来る度合も多くなる様に考えられる．
　かかる根源的に異なつにも.のを種子として煎語する場合にも，二番糖より生じ了こものを種子として
”煎語しす二ものの方が,Asterismｲﾋ及びモザイク化の度の少こい製品を生じているのではない加と
･推察される．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　８．結　　　論
　以上のことよｂ考察すると次7)こと炉言え,ると思う.，
　(1) m
-が，その大部分は完全なるLaue spotヤ示さす, siftin･position of spots, peripheral widening
~並びにAsterismを示している．而してこの状況によ!)，筆者はこれを７個の類型にで分類し，且こ
れをAsterismｲﾋの進むと思われる段階に従って並べすこ．而してこれと平行してLaue sopt の消
･失が漸次多くなり結晶内にモザイク組織化の段階を生するということ炉推察された..
　(2)次にこれを筆者は煎糖操作中より考察し，ヵうる急激化さ'れ7こ結晶生成過程と，もっとゆる
やかな水飴結晶生成過程を考え，純率の異なっ7二砂糖をとかして氷話結晶を作りこれが比較をし7こ
ところ，ヵらる結晶のLaue spot の乱れは，氷糖結晶には起らなかっ仁ので，これは主として物
l理学的原因によｂ起ること炉考えられる．而して転化糖量の多少等は副次的の原因であることが推
察される.
　(3)次に双目糖製品結晶とその種子となる結晶とを共に.Ｘ線寫具をとって比較し7こと･ころ，精製
1糖，耕地白糖を問わす，何れも上述のAsterismｲﾋ進展の段階に従って生長していることが分っ了こ.
　(4)肯三種の異なっ7こ種子を以て煎萌し7こ双目糖製品結晶のＸ線寫具よりして矢張り製品の諦加
すを種子とし7こ製品結晶のLaue spot 炉最もAsterismｲﾋ炉進んでいガ.
　(5)以上(2), (3),(4)の事柄を併せ考える時は，結晶雄内に於ける煎飴操作中に於て結晶は，生
哀す込とき(1)に於てのべ包砂糖結晶Asterismｲﾋの各段階が現われると共に，生長にっれてこれ
が進むことがいえるし，又これに件って結晶のモザイク化の進むこともいえる．而しでこの原因と
しては･，氷糖結晶生成の.緩漫なる.過程に比し，はるかに急激な,る結晶生成過程に起因するものと思
われる．勿論糖汁の純率も影響するが，これは副次的なものと思われる．
　以上の研究をなすにあﾌﾆｂ，御懇切なる御指導を賜わっむ東北大学理学部名誉教授大久保準三博
･士，大阪大学理学部教授仁田勇博士並びに徳島大学.々蓼部教授大沢輿美博士の３氏に深甚の謝意を
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary
　In sugar factory, the　auther had　taken photographs of　Laue Spots for hard sugar‘
crystals, the results showed shift in position, peripheral widening and asterisms, occurred
in various orders, and then specified these photographs seven orders with the degree･
of asterisms.
　Then the　auther to research one of　these causes. solved two　kinds of sugars which
had different purities and maked co'stals in bekar･s, these crystals had　almost perfect
crystal structure.　　　　　　　　　　　　　　　　’･　　i..　･Q｀　　..
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丿The auther took photographs of X-rays for the hard sugar crystals and　their seed
crystals, then these Laue spots showed that the crystallization goes with the steps of-
ａ‘sterisms.
